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平成 28 年度海洋水産資源開発事業報告書:定置網 高知県鈴地区.国立研究開発法人 水産

研究・教育機構 開発調査センター,平成 31年 1月.12894 

平成 29 年度海洋水産資源開発事業報告書:いか釣 南西諸島周辺海域.国立研究開発法人 

水産研究・教育機構 開発調査センター,平成 31年 3月.12895 

令和元年度(平成 31年度)川内原子力発電所周辺環境放射線調査計画.鹿児島県, 12896 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 30年度 第 3・四半期).愛媛県,平成 31

年 3月.12897 

平成 31年度(2019年度)伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査計画.愛媛県, 12898 

平成 2 年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書 温排水等により飼育した海洋生物に

関する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 3年 3月.12899 

平成 3年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書温排水等により飼育した海洋生物に関
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する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 4年 3月.12900 

平成 4年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書温排水等により飼育した海洋生物に関

する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 5年 3月.12901 

平成 5 年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書 温排水等により飼育した海洋生物に

関する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 6年 3月.12902 

平成 6 年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書 温排水等により飼育した海洋生物に

関する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 7年 3月.12903 

平成 7 年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書 温排水等により飼育した海洋生物に

関する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 8年 3月.12904 

平成 8年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書温排水等により飼育した海洋生物に関

する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 9年 3月.12905 

平成 9年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書温排水等により飼育した海洋生物に関

する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 10年 3月,12906 

平成 10年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書 温排水等により飼育した海洋生物に

関する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 11年 3月,12907 

平成 11年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書 温排水等により飼育した海洋生物に

関する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 12年 3月.12908 

平成 12年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書 温排水等により飼育した海洋生物に

関する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 13年 3月.12909 

平成 13年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書 温排水等により飼育した海洋生物に

関する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 14年 3月.12910 

平成 14年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書 温排水等により飼育した海洋生物に

関する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 15年 3月.12911 

平成 15年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書 温排水等により飼育した海洋生物に

関する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 16年 3月.12912 

平成 17年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書 温排水等により飼育した海洋生物に

関する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 18年 3月.12913 

平成 18年度海洋環境放射能総合評価事業成果報告書 温排水等により飼育した海洋生物に

関する放射能調査および評価.(財)温水養魚開発協会,平成 19年 3月.12914 

平成 30年度志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書 第 3報平成 30年 10月～12

月分.石川県,平成 31 年 3月.12915 

平成 31年度志賀原子力発電所周辺環境放射線監視年度計画.石川県,12916 

平成 31年度志賀原子力発電所周辺環境放射線監視年度計画.北陸電力(株), 12917 

平成 30 年度志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書 第 2 報(夏季).石川県,平成 31

年 3月.12918 

平成 31年度志賀原子力発電所温排水影響調査年度計画.石川県,12919 
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平成 30年度女川原子力発電所環境放射能及び温排水調査結果 第 3四半期.宮城県,平成 31

年 5月.12920 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 調査期間 平成 30 年 10 月～平成 30 年 12 月.

静岡県環境放射能測定技術会,平成 31年 3月.12921 

平成 30 年度原子力行政のあらまし ～福島県原子力発電所の廃炉に関する取組～.福島県

生活環境部原子力安全対策課,平成 31年 3月.12922 

平成 30年度島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果 第 3・四半期.島根県, 12923 

第 39回公益財団法人日本水環境学会通常総会.日本水環境学会,平成 31年 6月.12924 

平成 30年度東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書第 3四半期報.青森県農林水産部

水産局水産振興課,令和元年 6月.12925 

平成 29年度農林水産省関係放射能調査研究年報 A農業関係 B畜産関係 C水産関係.農

林水産省農林水産技術会議事務局,平成 31年 3月.12926 

平成 29 年度農林水産省関係放射能調査研究年報 C 水産関係.農林水産省農林水産技術会

議事務局,平成 31年 3月.12927 

アマモ場造成に関するアマモの生態学的研究.平成 5年 4月.12928 

平成 30年度原子力施設環境放射線調査報告書 第 3四半期報.青森県,平成 31年 6月.12929 

平成 30年度版化学物質と環境.環境省環境保健部環境安全課,平成 31年 3月.12930 

海洋生命系のダイナミクス Dynamics of ｔｈe Ocean Biosystem(DOBIS) 平成 12年度～

平成 16 年度科学研究費補助金(学術創成研究費)研究成果報告書.東京大学海洋研究所,

平成 17 年 8月.12931 

鉛.丸善株式会社,平成 18年 9月.12932 

平成 30 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果速報 第 4 四半期(1 月～3

月).新潟県 東京電力ホールディングス株式会社,平成 31年 5月.12933 

平成 31年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画書.新潟県,平成 31年

3月. 12934 

これからはじめる人のチリメンモンスター実習ガイド.きしわだ自然資料館,平成 31 年 3

月.12935 

海洋白書 2019 なぜプラスチックが海の問題なのか.(公財)笹川平和財団海洋政策研究

所,12936  

平成 30年度志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書 第 4報平成 31年 1月～3月

分.石川県, 令和元年 7月.12937 

平成 30 年度志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書 第 3 報(秋季).石川県,平成 31

年 7月.12938 

玄海原子力発電所の運転状況及び周辺環境調査結果(季報)(平成 31年 1月～3月).佐賀県,

平成 31 年 7月.12939 

日本の環境・人・暮らしがよくわかる本.オーム社,平成 31年 7月.12940 
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平成 30年度島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果 第 4・四半期.島根県, 12941 

第 52回原産年次大会 2019.(一社)日本原子力産業協会,平成 31年 4月.12942 

平成 29 年度海洋水産資源開発事業報告書:いか釣 日本周辺海域.国立研究開発法人 水産

研究・教育機構 開発調査センター,平成 31年 3月.12943 

平成 29 年度海洋水産資源開発事業報告書：いか釣 北太平洋南西部海域.国立研究開発法

人 水産研究・教育機構 開発調査センター,平成 31年 3月.12944 

天皇陛下御在位三十年記念豊かなる海を願ひて 全国豊かな海づくり大会写真集.豊かな海

づくり大会推進委員会・全国漁業協同組合連合会,平成 31年 3月.12945 

平成 30 年度泊発電所周辺環境放射線監視結果報告書:環境放射線 第 4 四半期.北海道,平

成 31年 6月.12946 

平成 30 年度泊発電所周辺温排水影響調査結果報告書:温排水 第 4 四半期.北海道,平成 31

年 6月.12947 

JIS 工業用水・工場排水中のダイオキシン類の測定方法 JIS K 0312：2005.(財)日本規格

協会,平成 17年 6月.12948 

伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果(平成 30 年度 第 4・四半期).愛媛県,令和元

年 6月.12949 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 31 年 1 月～3 月).鹿児島県,平成

31年 7月.12950 

第 92 回日本生化学会大会 プログラム集.公益社団法人 日本生化学会,平成 31 年 9 月. 

12951 

平成 28年度海洋水産資源開発事業報告書:海外まき網 熱帯インド洋海域.国立研究開発法

人 水産研究・教育機構 開発調査センター,平成 31年 3月.12952 

平成 30年度島根原子力発電所周辺環境放射線等調査結果.島根県,平成 31年 8月. 12953 

放射能調査報告書 平成 30 年調査結果.海上保安庁海洋情報部,平成 31年 6月.12954 

2019 年度日本水産工学会学術講演会学術講演論文集.日本水産工学会,平成 31 年 5 月. 

12955 

平成 30 年度原子力施設環境放射線調査報告書 第 4 四半期報.青森県,平成 31 年 9 月. 

12956 

平成 30年度原子力施設環境放射線調査報告書 年報.青森県,平成 31年 9月.12957 

昭和 56年度伊方原子力発電所温排水影響調査計画.愛媛県,12958 

昭和 56 年度伊方原子力発電所温排水影響調査 実施状況並びに調査結果.愛媛県,昭和 57

年 8月.12959 

昭和 56 年度上期伊方原子力発電所温排水影響調査調査結果.愛媛県,昭和 57 年 11 月. 

12960 

昭和 57年度伊方原子力発電所温排水影響調査計画.愛媛県,12963 

昭和 52 年度伊方原子力発電所温排水影響調査 実施状況並びに調査結果.愛媛県,昭和 53
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年 6月.12961 

昭和 53 年度伊方原子力発電所温排水影響調査 実施状況並びに調査結果.愛媛県,昭和 54

年 8月.12962 

2019エネルギアグループ環境報告書.中国電力㈱,12964 

平成 30年度東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書 第 4四半期報.青森県,農林水産

部水産局水産振興課,平成 31年.12965 

平成 30 年度東通原子力発電所温排水影響調査結果報告書 年報.青森県農林水産部水産局

水産振興課,平成 31年.12966 

浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査結果 調査期間 平成 30 年 4 月～平成 31 年 3 月.静

岡県環境放射能測定技術会,12967 

平成 30 年度玄海原子力発電所の運転状況及び周辺環境調査結果(年報).佐賀県,令和元年

9月.12968 

玄海原子力発電所の運転状況及び周辺環境調査結果(季報)(平成 31 年 4 月～令和元年 6

月).佐賀県,令和元年 9月. 12969 

電力開発計画新鑑 令和元年度版.日刊電気通信社,平成 31年 9月.12970 

Table of Isotopes Seventh Edition.Wiley,昭和 53年 11月.12992 

環境行動レポート 2008.沖縄電力株式会社,平成 20年 6月.12971 

平成 5 年度電源立地地域温排水対策 事業調査報告書(大間地点).青森県,平成 6 年 3 月. 

12972 

平成 6 年度電源立地地域温排水対策 事業調査報告書(大間地点).青森県,平成 7 年 3 月, 

12973 

昭和 58年度東通原発地点海域温排水等影響調査報告書.青森県,昭和 59年 3月.12974 

昭和 57年度東通原発地点海域温排水等影響調査報告書.青森県,昭和 58年 3月.12975 

J-POWER グループ 総合報告書 2019 J-POWER Group Integrated Report.電源開発株式会

社,12976 

令和元年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果速報 第 1 四半期(4 月～6

月).新潟県,東京電力ホールディングス株式会社,令和元年 8月. 12977 

平成 30年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査結果報告書.新潟県・東京電力

ホールディングス株式会社,令和元年 8月.12978 

平成 29年度海洋水産資源開発事業報告書:近海かつお釣 三陸沖周辺海域,国立研究開発法

人 水産研究・教育機構 開発調査センター,平成 31年 3月.12979 

環境放射線監視季報 第 186 報(平成 30 年度第 3 四半期)第 187 報(平成 30 年度第 4 四半

期).茨城県東海地区環境放射線監視委員会,12980 

平成 32年 潮汐表 日本及び付近.海上保安庁,平成 31年 3月.12985 

平成 29年度海洋水産資源開発事業報告書:遠洋かつお釣 太平洋中・西部海域.国立研究開

発法人 水産研究・教育機構 開発調査センター,令和元年 7月. 12981 
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平成 30年度泊発電所周辺環境放射線監視結果報告書：環境放射線.北海道, 令和元年 7月. 

12982 

平成 30年度泊発電所周辺環境放射線監視結果報告書:温排水.北海道,令和元年 7月.12983 

平成 30年度 伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果.愛媛県, 令和元年 8月.12984 

原子力発電所周辺の環境放射能調査 平成 30 年度年報(2018).福井県環境放射能測定技術

会議, 令和元年 10月.12986 

平成 30年度伊方原子力発電所温排水影響調査 実施状況並びに調査結果.愛媛県, 12987 

平成 30 年度女川原子力発電所環境放射能及び温排水調査結果 第 4 四半期.宮城県, 令和

元年 7月.12988 

平成 30年度女川原子力発電所環境放射能調査結果.宮城県,令和元年 10月.12989 

令和元年度女川原子力発電所環境放射能及び温排水調査結果 第 1 四半期.宮城県,令和元

年 10月.12990 

令和元年度伊方原子力発電所周辺環境放射線等調査結果 第 1・四半期.愛媛県,令和元年 9

月. 12991 

平成 30年度海洋水産資源開発事業報告書:いか釣 太平洋中・西部海域.国立研究開発法人 

水産研究・教育機構 開発調査センター, 令和元年 5月.12993 

人と海洋の共生をめざして 150 人のオピニオンⅨ.(公財)笹川平和財団 海洋政策研究所, 

令和元年 9月.12994 

川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果報告書(平成 31年 4月～令和元年 6月).鹿児島

県,令和元年 10月.12995 

平成 30 年度志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書 年報.石川県,令和元年 10

月. 12996 

令和元年度志賀原子力発電所周辺環境放射線監視結果報告書 第 1報平成 31年 4月～令和

元年 6月分.石川県,令和元年 10月.12997 

平成 30年度志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書 第 4報(冬季).石川県,令和元年

10月.12998 

平成 30 年度志賀原子力発電所温排水影響調査結果報告書 年報.石川県,令和元年 10 月. 

12999 

2020年版農林水産便覧.農林水産経済研究所,令和元年 10月.13004 

原子力機構の研究開発成果 2019-20.国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構,令和元

年 10月.13000 
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